令和７年度　三谷小学校　学校経営計画

１．校訓　  　「強く　正しく　美しく」

２．学校教育目標　「自分の夢や希望の実現に向けて挑戦する子の育成」

３．めざす子供の姿
　・物事に関心をもち、自ら課題をもつ子
　　　　・自ら考え、判断し、進んで取り組む子
　・物怖じせず、自分の考えを表現する子
　　　　　　　・より良いものを求め、自分の生き方を考える子
　　　　　　　・相手の立場や意見を尊重し、共に高め合う子

４．めざす学校の姿
　　　　　　　・安心安全な環境で子供も職員も力を発揮することができる学校
　　　　・学校経営ビジョンをもとに、全教職員が同じ方向で職務を遂行し学校運営を行う学校
　　　　・家庭や地域に学校の方針や状況を積極的に発信し、協働的に連携を図る学校
　
５．めざす教師の姿
　・課題意識をもち考え行動する教師
　　　　　　　・組織に貢献しチームとして機能する教師（集団）
　　　　　　　・授業改善、研修に努める教師
　・子供について語り、子供に寄り添い働きかけ続ける教師





６．取組の重点
（１）全教育活動で主体性を伸ばす
・ カリキュラム・マネジメントにより児童の目的意識を高める。
・ めあてと振り返りにより自己の生き方を考える。　（キャリア教育）
・ 児童会活動や特別活動の活性化を図る。　（三谷っ子会議、学校行事、委員会活動）
・ 異学年交流によりコミュニケーション力、対話力を高める。　（サントーク・児童集会）
・ 話し合い活動により意思決定や合意形成の充実を図る。（学級会活動）
（２）授業で主体性を伸ばす
・ 小集団に有効な個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図る。
・ 付けたい力を確実なものにする教科をつなげる学習を行う。
・ 課題解決に向けて試行錯誤しながら学び進める手立てを講じる。　（自己調整の手立て）
・ 仲間（教師）、書物等資料、人材と対話することで、考えを再構築する手立てを講じる。
・ 振り返りを充実させ、自分の学びや課題を実感し、次の学びにつなげる。
（３）豊かで健やかな心と体をつくる
・ 温かな集団をつくる。　（生徒指導の４つの視点を生かした授業づくり）
・ 考え議論する道徳教育をめざし、生き方や自分の考えを深める。
・ 自分の健康と安全は自分で守るという意識の向上に努める。
・ 災害や防犯に対する知識と訓練の充実を図る。
・ 子供のこころと向き合い、現状に合わせたメンタルヘルス教育に取り組む。
（４）安心安全な環境をつくる
・ いじめ・不登校の未然防止、早期対応、早期解決をチームで行う。　　
・ 危機管理意識を高め、未然防止や迅速な対応を行える体制をつくる。
・ 教職員のチームとしての力をつけるべく、人材育成・業務改善・良好な人間関係づくりを行う。
（５）家庭や地域とつながる
・ 育友会・家庭や地域、学校運営協議会と「めざす子供像」を共有し協働していく。
・ 地域学習を充実させ、子供たちの地域愛を育む。（地域人材の活用）
